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あ い さ つ

は じ め に
　本イベントは、真剣勝負のレースをする為のイベントではありません。あくまでも草レース
であり、走行会の延長ぐらいのレベルで主催運営されています。厳格なルールや車検を望まれ
る方には向かないかもしれません。気軽に、楽しくモータースポーツを楽しみたい方だけご参
加下さい。但し、安全面に対しては車両・運転技術を含めてしっかりした認識を持ってご参加
下さい。無謀な運転をするドライバーと主催者が判断した場合、今後そのドライバーは勿論、
ショップ印が押されている場合はそのショップも含めて一切のエントリーを拒否します。
　イベントの主旨をご理解頂き、永くこのイベントが開催できますように皆様のご協力お願い
申し上げます。 株式会社ツーアンドフォー　Euro club

1.日　　程

2.開催場所

3.主　　催
4.特別協賛
5.後　　援
6.スペシャルパートナー
7.オフィシャルパートナー

8.協　　賛
9.協　　力

・岡山SP　　2月27日（日）　・第４戦　　9月18日（日）
・第１戦　　3月27日（日）　・第５戦　 11月20日（日）
・第２戦　　4月24日（日）　・第６戦　 12月18日（日）
・第３戦　　5月22日（日）
セントラルサーキット（１周2804m）兵庫県多可郡中町坂本字草山521-1
（JAF国内公認サーキット）　TEL.0795-32-3766
Euro Cup 2011開催実行委員会
住友ゴム工業株式会社
在大阪イタリア総領事館、英国総領事館、大阪神戸ドイツ連邦共和国総領事館
CHINTAI、童夢、ランボルギーニ大阪、アウディジャパン株式会社
NUTEC、RAYS、Garage Crayon、橋本コーポレーション、DIXCEL、クラブイプシロン、
ヨシムラオート、AUTO BAHN SPORT 恵比寿、大阪信用金庫、ANDARE、K-NET
ONE and ONLY、ナカムラエンジニアリング、Corso marche、エイティーエス
GOO WORLD、af imp、911DAYS、BMWER、REV SPEED、es4、ROSSO、
GENROQ、スペシャルカーズ、Accs Racing Project、ヤマモト自動車、大誠テクノ
株式会社、バトル、CONES、八光自動車、ジロン自動車、セントラルサーキット、
岡山国際サーキット

―――――― EURO  CUP  2011 ――――――
全７戦を開催致します。

10.EURO CUP 2011開催レース

レース 予選
（分）

決勝
周回数
（ｳｪｯﾄ）

開催日（〆切日）
2/27
（2/18）

3/27
（3/18）

4/24
（4/15）

5/22
（5/13）

9/18
（9/9）

11/20
（11/11）

12/18
（12/9）

1 EUROラジアル 15 10（8） ● ● ● ● ● ● ●

2 リトルカー 15 10（8） ● ● ● ● ●

3 VW 15 10（8） ● ● ● ● ●

4 ミート・ザ・フランス 15 10（8） ● ● ● ● ●

5 ＢＭＷ－MINI 15 10（8） ● ● ● ● ●

6 ＢＭＷチャンピオン 15 10（8） ● ● ● ● ●

7 ＢＭＷチャレンジ 15 10（8） ● ● ●
WTCC方式 ● ● ● ●

WTCC方式

8 Audi 15 10（8） ● ● ● ● ●

9 アルファ 15 10（8） ● ● ● ● ●

10 ランチア 15 10（8） ● ● ● ● ●

11 MINI 15 10（8） ● ● ● ● ●

12 ネオクラシックカー 15 10（8） ● ● ● ● ●

13 smart 15 10（8） ● ● ● ● ●

14 Lotus（エクシージなど） 15 10（8） ● ● ● ● ●

大会会長
石田 憲治

大会名誉会長
岡本 芳邦

　「EURO CUP」も今年で12
年目を迎え、本年度は更なるイ
ベントの充実を目指し、マナー
の良い紳士･淑女が「より気軽
に楽しめる」内容で実施したい
と考えております。また、参加
する事で「思い出に残る」イベ
ントとしても開催出来るよう努
めて参りたいと思う所存でござ
います。ぜひ、参加者の皆様の
交流の場にご活用頂ければ幸い
です。EURO CUP 2011への
ご参加を心よりお待ち申し上げ
ております。

　本年度も「EURO CUP」を開
催できますこと心より御礼申し
上げます。「紳士･淑女の皆様が
楽しむ場」というテーマで開催
し続けております本イベントも
12年目を迎えます。今年もご
参加の皆様が例年以上に楽しく
過ごして頂けるよう努力する所
存でございます。欧州車好きの
皆様、「EURO CUP 2011」で
文明の利器である「クルマ」を
ご一緒に楽しもうではありませ
んか！
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12.トランスポーター
登録料

13.入場料・他

14.賞　典

15.タイムスケジュール

16.申し込み
〆切日（必着）

すべて無料とします。しかし台数が大幅に増えた場合は、ナンバーなし車両
の禁止か有料化にふみきります。
・当日券2,000円（前売なし）　すべてのドライバー、メカニック、プレ
ス、ゲストは入場口でお支払い下さい。
・パドックパス1,000円（別名：Euro Culbパス）
※参加ドライバーには、写真付年間フリーパス（Euro CLUB）を無料で発
行します。エントリー〆切日をすぎた場合は1,000円をいただきます。
・メカニック、同伴者には写真付年間パスを1,000円にて発行します。
・ドライバー、メカニック、同伴者のパス発行は随時行っていますので、申
込用紙に記入後、写真を添えて事務局へ申込んで下さい。
・駐車料　　一般／無料
各クラス1～6位　トロフィ－もしくは楯＆記念品　
※賞典は参加台数により増減があります。詳細は当日発表します。
※各クラスウィナーにはWinnersフラッグ進呈。
開催されるレース数によって変わりますので、参加受理書もしくはホーム
ページにて案内します。

※内容は変更される場合があります。予めご了承の程よろしくお願い申し上げます。

★特別割引…女性ドライバー・ユーロ国籍の方は参加料半額（50％引）
※レース対象：エキサイティングランは含まない。
★遠方割引…免許証の現住所がサーキットより直線距離450㎞以上の方は￥5,000割引
★2011年キャンペーン
•お一人のドライバーが２車種でレースにエントリー頂くと、２台目のエントリー費が半額に！
例）①MTFレース エントリー費：28,000円＋②PORSCHEレース エントリー費：14,000円 ＝ 合計42,000円
• パパ＆ママだけでなく、息子さん&娘さんがドライバーでレースに参加されますとエントリー費が半額に！
※同一車両による２レースエントリーは対象外となります。

11.レース参加料　
2011年度
初めての参加

2011年度
2回目の参加

2011年度
3回目の参加

2011年度
4回目の参加

2011年度
5回目の参加

2011年度
6回目の参加

スプリントレース
※他カテゴリーでの参
加も適用

ショップ印有
22,000円

ショップ印有
21,000円

ショップ印有
20,000円

ショップ印有
19,000円

ショップ印有
18,000円

ショップ印有
17,000円

一般
30,000円

一般
29,000円

一般
28,000円

一般
27,000円

一般
26,000円

一般
25,000円

3Ｈ耐久レース
（9名まで参加可）

ショップ印有
85,000円

一般
95,000円

エキサイティングラン
（25分×1回）

ショップ印有
7,000円

一般
12,000円

走行会
開催日

3/27 4/24 5/22 9/18 11/20 12/18

クラブイプシロン ● ● ● ● ● ●

※プログラム作成の為、〆切日は厳守して下さい。
※〆切日の17：00を超えるエントリー（事務局に届かない場合）はどの
ような理由があろうとも2,000円の追加料金が必要になります。

EURO CUP 2011

SP 1 2 3 4 5 6

開催日 2/27 3/27 4/24 5/22 9/18 11/20 12/18

〆切日 2/18 3/18 4/15 5/13 9/9 11/11 12/9

※いずれのレースも会場は2/27を除き全てセントラルサーキットにて行います。※テストランは行わない。
※台数により混走となります。※周回はドライ10周・レイン8周となります。※LTクラス参戦者で、タイ
ムがTクラスの優勝タイムに匹敵する方、あまりにも改造範囲を逸脱している方は、主催者によりTクラス
に移行もしくは、他のレースに変更を致します。これによるクレームは一切受付ません。※ケータハム・バ
ーキン・ブレイザーなどのオープン2シーターは17及び19・20のみ参加可能。

15 ユーロ＆ジャパン
クラシックカー 15 10（8） ● ● ● ●

16 PORSCHE 15 10（8） ● ● ● ●

17 エキサイティングラン
スポーツ走行会 25分×1回 ● ● ● ● ● ●

18 EURO
サーキットトライアル 25分×1回 ● ● ● ● ● ●

19 3Ｈ耐久レース 15 180分 ● ●

20 夏の9Ｈ耐久まつり 9H.5H.3H.1Hレース　　※８月７日（日）開催
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17.申込方法

　

18.参加資格

　
19.参加車両

　
20.参加拒否
について

21.その他

申込用紙に必要事項をもれなく記入し、参加料を添えて〆切日迄に現金書留
で下記事務局宛郵送するか事務局まで持参すこと。

※運転者が20歳未満の場合親権者に承諾を得て、その証として該当欄に署名
捺印が必要。

※参加受理された方には受理書を開催日の約1週間前に発送いたします。
郵便の事情等で届かない場合は事務局にて電話で受理の確認をして下
さい。
※電話及びファックスでの申込は受け付けません。
※申込用紙はEuro cupホームページよりダウンロードする事が出来ます。
※参加募集〆切までのエントリーキャンセルは事務局手数料2,000円を差し
引いて参加料を返却。〆切日以降のキャンセルはいかなる理由があろうと
も一切返金致しません。

　
当日の受付で免許証を提示出来ること。免停中参加不可。
ａ.基本的に参加車両は運転者の所有名義である事が望ましい。　
ｂ.基本的にナンバー付き車両で別記する車両規定に合致した車両。　
※車両規則に合致していればナンバー無しでも参加可能。

ｃ.車両の前後にノーマルもしくはノーマル以上の強度を持つけん引フック
を装着すること。装着場所には赤色矢印でわかりやすくする事。
※但しロールバー付きオープンカーは除く。

ｄ.ロールバー及び４点式以上のシートベルトの装着が望ましい。
※但しオープンカーはロールバーの装着を強く義務づける。

ｅ.ライト類の飛散防止テーピングはガラス部のみ行うこと。
ｆ.ゼッケンは主催者の用意するゼッケンを左右ドア（計２枚）を風雨等で
も剥がれないようにしっかり貼付すること。
※テーピング用ビニールテープは各自用意すること。

ｇ.自動計測装置は、ルーフの上水平部分にビニールテープでセンサーが隠
れないように確実に取り付けること。

ｈ.服装はレーシングスーツ（もしくはドライビングスーツまたは通称つな
ぎ）及びレーシンググローブを着用すること。
※ヘルメットはJIS規格C種以上を着用することが望ましい。

ｉ.消火器の取り付けを強く推奨しますが、装着の場合正しく装着しないと危
険です。取り付け方法などショップの方に相談してから装着して下さい。

ｊ.ヘッドライトは必ず点灯できる状態で装着すること。
ａ.主催者は理由を明示することなく、参加を拒否する権限を有する。この
場合、事務手数料2,000円を差し引いて参加料を返却する。

ｂ.以下の事項について参加者及び競技運転者は、これを遵守しなければなら
ない。これに違反した場合は当日のイベント会場より退去を命じる。ま
た、今後のエントリーを受け付けない。
1.全ての参加者は、明朗かつ公正に行動し、暴言を慎みスポーツマンシ
ップに則ったマナーを保たなければならない。

2.主催者や大会後援者、競技役員、サーキット関係者他のドライバーの
名誉を傷つけるような言動をしてはならない。

表彰式は、できるかぎりレーシングスーツを着用して出席して下さい。

レース参加

その他

サーキット走行経験（60分以上）が有る事　
普通自動車運転免許証所持者

普通自動車運転免許証所持者

〒547-0026　大阪市平野区喜連西4丁目7番12号ツーアンドフォービル4F
株式会社ツー・アンド・フォー内「ユーロカップ事務局」
TEL.06-6760-7373　FAX06-6760-7363

マナーUP向上委員会
　本年度はサーキット走行の基本であるコースin、pit inの仕方、ピットロードでの走行ス
ピード、パドックでの移動など、マナーを更にUPする運動を行います。紳士・淑女の皆
様、御協力をよろしくお願いします!!
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レース当日の流れ
1.ゲートオープン前

2.ゲートオープン

3.入場口

4.パドック進入

5.ピット・パドック

6.当日参加受付

7.車　検

8.ドライバーズ
　ブリーフィング

9.テストラン

10.予　選

11.決　勝

12.ペナルティー

会場に早く到着された方は、サーキットむかい側の駐車場にて待機して下さい。

誘導はサーキット職員にて行われますので、その指示に従いまして入場して下さい。

すべての関係者は入場料2,000円が必要です。

必ずユーロクラブパスを見せて下さい。お持ちでない場合は1,000円お支払い
下さい。※申請用紙はホームページからダウンロード可能。

プロショップ出展用のピット以外（決められたパドック枠と残りのピット）はチー
ム・ショップ・各自で自由にお使い下さい。［使用は競技車のみに限ります。］  荷
物は使用のパドック・Pitに置いて下さい。荷物の置く場所がないなどのクレー
ムは一切受付ません。

受付時間内に免許証と受理書を持って参加受付を済ませる。
※免許証を忘れた場合は如何なる理由があっても走行できません。
配布する物　ゼッケン、公式通知、プログラム、インフォメーション　他

ａ.ゼッケンを左右ドアの見え易いところに剥がれない様しっかり貼付けて、ヘル
メットを車上に置き車検員を待って下さい。
※既に車両にゼッケンがペイントされている場合はビニールテープ等で×印を
付けるなどし安易に判別できる様にすること。

ｂ.自動計測装置の取付は、センサー部分が真上になる様にしっかりとビニール
テープ等で固定する事。
※レース終了後は速やかに受付まで返却して下さい。

ｃ.一旦パドックに入ると給油等の移動ができませんのでサーキットに到着する迄
に必ず給油・タイヤの空気圧のチェックを済ませておいて下さい。

ｄ.車内の荷物は全て降ろして下さい。
※パドックは狭いので、無駄な荷物は持ち込まないで下さい。

ｅ.車検合格の場合は、車検合格ステッカーを車体に貼り付けます。

全員参加しなければならない。
※ブリーフィング会場にて出欠を取ります。欠席の場合は決勝にて10秒加算。

基本的にテストランは行わない。
事前の練習、もしくはエキサイティングランをご利用下さい。

ａ.タイムスケジュールに記載された予選開始時間の10分前には出走準備を完了
させてパドックにて待機すること。

ｂ.各自の責任でピットロードに車両を進める。
ｃ.予選時間は、1台目の車輌がコースインから最終車輌がピットインするまでの
時間を15分とする。追越し禁止で１周走行し、ピットイン後、各自のパドッ
クへ戻る。

ｄ.予選結果及び、決勝グリッド表を受付前、公式掲示板にて貼り出しますので、
決勝迄に各自で確認して下さい。

ｅ.予選は赤旗の表示によって中断する場合があります。中断後の残り時間につい
ては競技委員会が決定します。この結果によるドライバー及び車両の予選通過
に対する影響についての抗議は受け付けられません。
また、予選中又は予選中断時に、なんらかの理由によりオフィシャルによって
Pitに回収された車両は、公式予選の残り時間内に再びコースインする事は出
来ません。

各カテゴリー別に決められた周回数。
ａ.タイムスケジュールに記載された決勝開始時間の10分前には出走準備を完了
させて、パドックにて待機。

ｂ.各自の責任で38番Pitとメディカルセンターの間よりピットロードに車両を進める。
※遅れた場合ピットスタートとなります。

ｃ.チームスタッフはグリッドボードを持ち、スタートグリッドにて待機。自チー
ムの車両を誘導する。

ｄ.スタッフの指示によりペースカー先導でコースイン。  コースを1周後、決勝グ
リッドに着きエンジンを停止すること。
※追越し禁止・グリッド付近にてスタッフが誘導します。

ｅ.1分前表示（正面電光掲示板）が出たらエンジンスタート。
　（全車グリッドに着き全車エンジン停止を確認後に点灯）
ｆ.30秒前表示（正面電光掲示板）
ｇ.５秒前表示（メインポストから表示）
ｈ.赤信号点灯（正面電光掲示板）
ｉ.赤信号消灯でスタート。
ｊ.チェッカーフラッグが振られたらレース終了。
※チェッカー後は追越し禁止で1周走行後、ピットインし各自のパドックへ戻
って下さい。

※レインレースの宣告は1分前表示までに行われます。レインレース宣告され
た場合、決勝レースの周回周は2周減のスタートとなります。

ａ.フライングスタートは、１周減算のペナルティー。
※ペナルティーの内容をチームもしくはSHOPにオフィシャルもしくは放送に
よりアナウンスされる。

ｂ.追越し禁止違反は1周減算のペナルティー。
※黄旗無視・決勝コースイングリッド着までの区間の追越し禁止チェッカー後
の追越し禁止を含む全ての追越し禁止違反。

ｃ.ダブルチェッカーは1周減算のペナルティー。
※チェッカーを受けてもピットインせずにさらにチェッカーを受けた場合のペナルティー。

レース当日の流れ



9　

予選・決勝を含むレース中の給油は一切禁止。
※耐久レースは別途規則を設ける。

レース中、ドライバーに対する連絡事項は全てコース上16ケ所にある信号機及
びメインポストによる旗・ボードで連絡する。

■信号機（旗）の意味

ａ.黄色信号（次に緑の信号機が表示されるまで追越し禁止）二つの意味有り
1.黄色のシングル点滅、もしくは、黄旗1本振動（後続に注意しながら速度を
落とし、追越しはしないこと。進行方法を変更する準備をせよ。コースわき、
あるいはコース上の1分に危険箇所が有る。）

　

2.黄色のダブル点滅、もしくは、黄旗2本振動（後続に注意しながら速度を落
とし、追越しはしないこと。進行方法を変更もしくは停止する準備をせよ。
コースが全面的若しくは部分的に塞がれているような危険箇所が有る。）

　

※信号下部に矢印が表示されている場合は矢印方向に回避すること。

黄色点灯 消　灯 黄色点灯 消　灯

黄色
点灯 消灯 黄色

点灯消灯 黄色
点灯 消灯 黄色

点灯消灯

黄色
点灯 消灯

黄色
点灯 消灯

黄色
点灯 消灯

14.注意事項

15.信号機に
　 ついて

ｂ.黄色信号、もしくは、緑旗
（前に出た黄色信号の解除これより追越し可能）

左に逃げる
（コース上　右側に危険箇所あり）

緑色点灯 この信号より追越し可能

ｃ.赤と黄色の縦じまの点灯、もしくは、旗
（この先コース上にオイル・砂などがでて滑りやすくなっているので注意）
黄　

色

赤　

色

黄　

色

黄　

色

赤　

色

ｄ.赤色信号、もしくは、赤旗（予選またはレース中止）

赤色点灯
☆コース上全ポストで点灯
直ちに後続車に注意しながら安全な速度に減速し安全を確
認しながらピットインもしくはスタッフの指示する場所に
停止すること。

ｅ.黒地にオレンジ色の円形の旗（メインポストにて提示）と正面電光表示板でゼ
ッケンナンバーを表示

オレ
　ンジ

赤　旗

指示されたゼッケンの車両に異常箇所あり。
無理せず安全な場所に停車すること。
若しくは一周してピットインすること。

ｆ.黒旗（メインポストに提示）と正面電光表示板でゼッケンナンバーを表示

指示されたゼッケンの車両にピットストップのペナルティ
ーを与える。次にピットインし、ペナルティーエリア（ピ
ットエンドの白線の枠）に10秒間エンジンを停止してスタ
ッフの指示によりコースインすること。

ｇ.チェッカーフラッグ（メインポストにて提示）

ｈ.その他の旗において必要の有る場合は、当日ドライバーズブリーフィングで説
明します。

レース（予選）終了追越し禁止で1周走行しピットイン後
スタッフの指示に従いパドックに車両を進める。

右に逃げる
（コース上　左側に危険箇所あり）

左右に逃げる
（コース上　中央に危険箇所あり）

　
　
　13.レースの成立

ｄ.その他主催者が違反と判断した行為があった場合、主催者の判断でペナルティ
ー（失格も含む）を決定する。

ｅ.赤旗の原因を作った車両は、いかなる場合であっても、そのレースのリザルト
より削除する。

先頭車両が３周の走行を終了した時点でレースは成立する。その時点で赤旗中断
になった場合レースは終了とする。先頭車両が３周を走行し終える迄に赤旗中断
した場合は先頭車両の走行周回数を減算してレース再スタートする。

レース当日の流れ
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■後　　援　在大阪イタリア総領事館、英国総領事館、大阪神戸ドイツ連邦共和国総領事館

■特別協賛

■スペシャルパートナー

■オフィシャルパートナー

■協　賛

■協　力

（株）ツー・アンド・フォー内 ユーロカップ事務局
〒547-0026 大阪市平野区喜連西4丁目7番12号ツーアンドフォービル4F
TEL.06-6760-7373　FAX.06-6760-7363　　http://www.2and4.co.jp

車両規則
※全レースにおいてターボ・スーパーチャージャー付車両は排気量×1.7を掛
けたクラスでご参加下さい。

※オープン２シーター（ロータス７、バーキン７、ブレイザー等）は安全性を
考慮して、EUROサーキットトライアル、エキサイティングランのみ参加
可能。

初心者からモータースポーツを愛するシニアの皆様まで気軽に参加してい
ただけるエンジョイレース。
※ターボ・スーパーチャージャー付車両は排気量×1.7を掛けたクラスでご参加ください。

CUP  EUROラジアルレース

参加車両 内　　　　　容

ラジアル装着の
全欧州車

1 600ccまでのユーロカー

細かい車両規定
はありません。基
本的にノーマル
に近い改造車や
オートマティック
車両の現オーナ
ーが勝負にこだ
わらず気軽に参
加して頂く為の
クラスです。

2 1000ccまでのユーロカー
3 1350ccまでのユーロカー
4 1351cc～1650ccまでのFFのユーロカー
5 1351cc～1650ccまでのFR・MRのユーロカー
6 1651cc～1850ccまでのFFのユーロカー
7 1651cc～1850ccまでのFR・MRのユーロカー
8 1851cc～2050ccまでのFFのユーロカー
9 1851cc～2050ccまでのFR・MRのユーロカー
10 2051cc～3250ccまでのFFのユーロカー
11 2051cc～3250ccまでのFR・MRのユーロカー
12 3251cc以上のユーロカー

カテゴリー別車両規則

「レースはちょっと…」や「レースはまだ早い」という方を対象としたスポーツ
走行形式のタイムトライアル。（エキサイティングランと混走）
●午後20分×1回アタック　●クラス区分／EUROラジアルレースクラス参照

CUP  EUROサーキットトライアル



11　カテゴリー別車両規則

変更・改造箇所 LTクラス Tクラス
1 エンジン本体 純正部品使用 ←
2 キャブレター 純正部品使用 自由
3 INマニフォールド ノーマル部品使用 自由
4 エアクリーナー 交換可 ノーマル以外はキャッチタンク装備 ←
5 EXマニフォールド 交換可 触媒装着義務 自由
6 マフラー 交換可 サイレンサー取付義務 ←
7 オイルクーラー 取付け不可 取付け可
8 点火系 自由 ←
9 燃料系 自由 ←
10 冷却系 純正部品使用 自由
11 クラッチ 自由 ←
12 トランスミッション 純正部品使用 自由
13 デファレンシャルギア 純正部品使用 自由
14 マウント類 自由 ←
15 ブレーキ関係 交換可 （キャリパー交換可） 自由
16 コイルスプリング ノーマル形状 自由
17 ショックアブソーバー ノーマル形状 自由
18 スタビライザー 取付け可 ←
19 ホイール 自由 ←

20 タイヤ S Sタイヤ ←R 一般市販ラジアル
21 シート 自由 ←
22 シートベルト 4点式以上が望ましい 4点式以上
23 内装 自由　ドア内張り必要 ←
24 ステアリング 自由 ←
25 バンパー 純正部品使用 自由（取外し不可）
26 ロールバー 装着が望ましい ←
27 オイルキャッチタンク エアクリーナー交換の場合装着義務 ←
28 ボディーパーツ ノーマルサイズ＆形状であること ←
29 エアロパーツ 車検取得可能であること ←
30

※LTクラスであまりにも改造範囲を逸脱した車両は主催者判断によりTクラスに変更となります。

1600cc以下の全ヨーロッパ車

CUP EUROリトルカーレース

参加車両 クラス分け 内　　　　　容

1600ccまでの
全欧州車

LTクラス
S 1300ccまでのLT車両　Sタイヤ
R 1300ccまでのLT車両　一般市販ラジアル

Tクラス
S 1300ccまでのT車両　Sタイヤ
R 1300ccまでのT車両　一般市販ラジアル

LTクラス
S 1600ccまでのLT車両　Sタイヤ
R 1600ccまでのLT車両　一般市販ラジアル

Tクラス
S 1600ccまでのT車両　Sタイヤ
R 1600ccまでのT車両　一般市販ラジアル

CUP  smartチャンピオンレース

smartによるレース
参加車両 クラス分け 内　　　　容

smart

クラスⅠ 600ccターボ車両
クラスⅡ 700ccターボ車両
クラスⅢ ロードスター／700ccターボ車両
クラスⅣ 1000ccNA車両
クラスⅤ 1000ccターボ車両

※各クラス変更・改造箇所詳細は下記EUROリトルカーTクラス参照。
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13　カテゴリー別車両規則

参加車両 クラス分け 内　　　　　容

クラシックカー

※1975年までに生産された欧州・国産車。同型車に限り1979年まで可。
※全く違う車種のエンジンの載せ変えや、後付けのフェンダーなどは不可。
※Tクラスは下記参照。

LT－1000
T－1000
LT－1300
T－1300
LT－1600
T－1600
LT－2000
T－2000
LT－2000OVER
T－2000OVER

1000cc以下のLT車両
1000cc以下のT車両
1001cc～1300ccのLT車両
1001cc～1300ccのT車両
1301cc～1600ccのLT車両
1301cc～1600ccのT車両
1601cc～2000ccのLT車両
1601cc～2000ccのLT車両
2001cc以上のLT車両
2001cc以上のT車両

1975年までに欧州及び日本国内で生産された車両によるレース
※但し同型車に限り1979年まで可

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

シリンダーブロック
シリンダーヘッド
気筒容積
INマニフォールド
EXマニフォールド
エアクリーナー
マフラー
点火系
吸気・燃料系
冷却系
オイルクーラー
トランスミッション
デファレンシャル
クラッチ
ショックアブソーバー
コイルスプリング
ブレーキ関係
スタビライザー
マウント・ブッシュ類
ホイール
タイヤ
ボディー補強パーツ
シート
内装
オイルキャッチタンク
エアロパーツ
ボディー・ウィンドウ材質
ロールゲージ
オーバーフェンダー
シートベルト

ノーマル
不可
不可
不可
不可
自由
自由
自由
自由（サブコン不可）
自由
自由
自由
自由
自由
自由
自由
自由
自由
自由
自由
一般市販ラジアル（Sタイヤ可）
ボルトONで装着できる物に限り可
自由
自由（ダッシュボード・ドア内張り必要）
2ℓ以上のもの取付なければならない
自由（ボディーサイズ変更不可）
自由
装着を強く推奨
純正以外の後付けオーバーフェンダー及び叩き出しは不可
4点式以上が望ましい

ノーマルベースで改造自由
変更可
←
自由
自由
←
←
← 
自由
←
←
←
←
←
←
←
←
←
←
←
←
自由
←
←
←
←
←
←
標準サイズから片側5cm以内とする
5点式以上が望ましい

変更・改造箇所 LTクラス Tクラス

ユーロ&ジャパンクラシックカーCUP チャンピオンレース
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15　カテゴリー別車両規則

参加車両 クラス分け 内　　　　　容

ＶＷ

TSI
R TSIエンジンを搭載したゴルフ4・5・6、ビートル、ポロ、シロッコ
S TSIエンジンを搭載したゴルフ4・5・6、ビートル、ポロ、シロッコ

LT
R ゴルフ4・5・6、ビートル、ポロ、シロッコ
S ゴルフ4・5・6、ビートル、ポロ、シロッコ

T
R ゴルフ4・5・6、ビートル、ポロ、シロッコ
S ゴルフ4・5・6、ビートル、ポロ、シロッコ

ＶＷ
GOLF
2.3

リミット 排気量1800ccまでの改造制限あり

オーバー
1 排気量1800cc～改造制限ありのゴルフ2
2 排気量1800cc～改造制限ありのゴルフ3

チューニング 上記改造範囲を超えた車両

VW GOLF・Polo・シロッコ・ビートル（現行）によるレース

CUP  VWチャンピオンレース

変更・改造箇所 LTクラス Tクラス リミット・オーバークラス

1 エンジン本体 同型エンジン以外載せ換え不可 VW純正に限り載せ換え可 同型エンジン以外載せ換え不可
2 シリンダーブロック 不可 自由 VW純正部品であれば変更可
3 シリンダーヘッド 不可 自由 加工自由（変更不可）
4 コンピューター 自由 ← 交換可
5 カムシャフト 不可 自由 交換可
6 過給器 不可 自由 不可（純正装着車は可）
7 INマニフォールド 不可 自由 VW純正部品使用
8 EXマニフォールド 不可 自由 交換可
9 エアクリーナー 不可 自由 交換可
10 マフラー 自由 ← 交換可（触媒・サイレンサー装着義務）
11 点火系 自由 ← 交換可（プラグ・プラグコードのみ）
12 吸気・燃料系 不可 自由 VW純正部品使用
13 冷却系 不可 自由 ←
14 オイルクーラー 不可 自由 ←
15 トランスミッション 不可 自由 ←
16 デファレンシャル 不可 自由 ←
17 クラッチ 自由 ← 交換可
18 ショックアブソーバー 自由 ← 交換可（車高調整式可）
19 コイルスプリング 自由 ← 交換可
20 ブレーキ関係 自由 ← 交換可
21 スタビライザー 自由 ← ←
22 マウント・ブッシュ類 自由 ← 交換可
23 ホイール 自由 ← 交換可
24 タイヤ ラジアル・Sタイヤ ← 一般市販ラジアル（Sタイヤ可）
25 ボディー補強パーツ 不可 自由 ←
26 シート 不可 自由 ←
27 内装 不可 自由 ←
28 シートベルト 4点式以上が望ましい ← ←
29 エアロパーツ 自由 ← 取付け可能（ボディーサイズ変更不可）
30 ボディー材質 交換可 自由 ノーマル
31 ウインドウ材質 不可 自由 ノーマル

32 ロールゲージ 装着が望ましい ← ←

33 ヘッドライト 未装着車両は走行不可 ← ←

34 牽引フック 未装着車両は走行不可 ← ←
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17　カテゴリー別車両規則

ランチアによるレース

CUP ランチアチャンピオンレース

変更・改造箇所 チャンピオン マイスター チャレンジ

1 エンジン ノーマルベースで改造自由 ← ←

2 エンジンECU 自由 ← ←

3 インジェクター 自由 ← ←

4 INマニフォールド 自由 ← ←

5 EXマニフォールド 自由 ← ←

6 ターボ廻り 自由 ← ←

7 マフラー 自由 ← ←

8 点火系 自由 ← ←

9 クラッチ 自由 ← ←

10 トランスミッション 自由 ← ←

11 デファレンシャルギア 自由 ← ←

12 ブレーキ関係 自由 ← ←

13 足廻り 自由 ← ←

14 ホイール 自由 ← ←

15 タイヤ 一般市販ラジアル（Sタイヤ可） ← ←

16 シートベルト 4点式以上が望ましい ← ←

17 内装 自由 ← 不可

18 ステアリング 35センチ以上あれば可 ← ←

19 ロールバー 装着が望ましい ← ←

20 エアロパーツ 保安基準適合品であれば自由 ← ←

参加車両 クラス分け 内　　　　　容

ランチア

チャンピオン

マイスター

チャレンジ

セントラルサーキット1分30秒以内で走行可能な車両

セントラルサーキット1分35秒以内で走行可能な車両

上記以外の車両
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クラス分け 内　　　　　容

クラス－1
S 1600cc～2500ccの車両 Sタイヤ

R 1600cc～2500ccの車両 一般市販ラジアル

クラス－2
S 3000cc～3200ccの車両 Sタイヤ

R 3000cc～3200ccの車両 一般市販ラジアル

クラス－3
S デモカー（制限なし） Sタイヤ

R デモカー（制限なし） 一般市販ラジアル

カテゴリー別車両規則

145・146・147・155・156・156・GTVなど全てのアルファロメオ

CUP アルファロメオチャンピオンレース

変更・改造箇所 クラス－1 クラス－2 クラス－3

1 スタート方式 グリッドスタート グリッドスタート グリッドスタート

2 車両（アルファロメオ） 上記参照 上記参照 デモカー

3 内装撤去（軽量化） 自由 ← ←

4 エアロパーツ 自由 ← ←

5 ボンネット 自由 ← ←

6 トランク 自由 ← ←

7 ガラス 自由 ← ←

8 ロールケージ 装着を推奨 ← 4点式以上

9 シートベルト 4点式以上を推奨 ← 4点式以上装着

10 シート 自由 ← ←

11 消火器 装着を推奨 ← ←

12 マフラー 自由 ← ←

13 エンジン 自由 ← ←

14 コンピューター 自由 ← ←

15 吸気 自由 ← ←

16 オイルキャッチタンク 装着のこと ← ←

17 バッテリー 自由 ← ←

18 ブレーキ 自由 ← ←

19 タイヤ
S Sタイヤまで装着可能 ← ←

R ラジアルタイヤ ← ←

20 ホイール 自由 ← ←

21 スプリング 自由 ← ←

22 ショックアブソーバー 自由 ← ←

23 アッパーマウント 自由 ← ←

24 スタビライザー 自由 ← ←

25 デファレンシャルギア 自由 ← ←

26 ファイナルギア 自由 ← ←

27 クロスミッション 自由 ← ←

※自走車両は、一般公道走行時、法定車検にクリアする車であること。※公道
を走行される場合は、保安基準に必ず合致する車両のこと。※バランス・OH
は可能。※サブコンピューターは認める。
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21　カテゴリー別車両規則

CUP BMWチャンピオンレース

参加車両 クラス分け 内　　　　　容

BMW

LTクラス 2001ccまでの全てのBMW（台数によりレースを分離する場合あり）
Tクラス 2001ccまでの全てのBMW（台数によりレースを分離する場合あり）
M3－Rクラス BMW M3でナンバー付きノーマル状態の車両
1－LTクラス

2800cc未満の車両（E30 M3参加可）
1－T1クラス
1－T2クラス E36 M3Bのみ
2－LTクラス

2800cc以上の車両（E36 M3 M5参加可）
2－Tクラス
2－E92クラス E92のみ
3クラス ショップデモカーを含む車両

変更・改造箇所 M3－Rクラス LTクラス Tクラス・E92 クラス－3

1 エンジン本体 ノーマル ノーマル ノーマルベースで改造自由 自由

2 コンピューター 自由 不可 交換可 自由

3 過給器 自由 不可 ← 自由

4 INマニフォールド 自由 不可 自由 自由

5 EXマニフォールド 自由 不可 自由 自由

6 エアクリーナー 自由 自由 ← 自由

7 マフラー 自由 自由 ← 自由

8 点火系 自由 自由 ← 自由

9 吸気・燃料系 自由（サブコン不可） 自由（サブコン不可） 自由 自由

10 冷却系 自由 自由 ← 自由

11 オイルクーラー 自由 自由 ← 自由

12 トランスミッション 自由 自由 ← 自由

13 デファレンシャル 自由 自由 ← 自由

14 クラッチ 自由 自由 ← 自由

15 ショックアブソーバー 自由 自由 ← 自由

16 コイルスプリング 自由 自由 ← 自由

17 ブレーキ関係 自由 自由 ← 自由

18 スタビライザー 自由 自由 ← 自由

19 マウント・ブッシュ類 自由 自由 ← 自由

20 ホイール 自由 自由 ← 自由

21 タイヤ 一般市販ラジアル（Sタイヤ不可） 一般市販ラジアル（Sタイヤ可） ← ←

22 ボディー補強パーツ ボルトONで装着できる物に限り可 ボルトONで装着できる物に限り可 自由 自由

23 シート 自由 自由 ← 自由

24 内装 ノーマル（助手席・後部座席あり） 自由（ダッシュボード・ドア内張り必要） ← 自由

25 シートベルト 4点式以上が望ましい 4点式以上が望ましい ← 自由

26 エアロパーツ 自由（ボディーサイズ変更可） 自由（ボディーサイズ変更不可） ← 自由

27 ボディー・ウインドウ材質 ノーマル 自由 ← 自由

28 ロールゲージ 装着を強く推奨 装着を強く推奨 ← 自由

※LTクラスであまりにも改造範囲を逸脱した車両は主催者判断によりTク
ラスに変更となります。
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23　カテゴリー別車両規則

N　（排気量2001cc未満のノーマル車両）
「安価で気軽にレースを体験出来る」をコンセプトで実施いたします。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

エンジン本体

コンピューター

過給器

INマニフォールド

EXマニフォールド

エアクリーナー

マフラー

点火系

吸気・燃料系

冷却系

オイルクーラー

トランスミッション

デファレンシャル

クラッチ

ショックアブソーバー

コイルスプリング

ブレーキ関係

スタビライザー

マウント・ブッシュ類

ホイール

タイヤ

ボディー補強パーツ

シート

内装

シートベルト

エアロパーツ

ボディー・ウインドウ材質

ロールゲージ

変更・改造箇所

ノーマル

ノーマル

ノーマル

ノーマル

ノーマル

自由

触媒より後ろは可　触媒装着は必須

ノーマル

ノーマル

ノーマル

ノーマル

ノーマル

ファイナル変更不可　LSDのみ可

ノーマル

自由

自由

パッドのみ可

ノーマル

純正品（ピロアッパーのみ取替え可）

自由

ラジアル

ボルトONで装着できる物に限り可

取り外し不可

不可

4点式以上が望ましい

純正品のみ

不可（ボンネットの変更不可）

装着が望ましい

Nクラス

※Nクラスであまりにも改造範囲を逸脱した車両は主催者判断によりLT、
Tクラスに変更となります。

※サンルーフを取り外す事は認めるが、その際は必ずサンルーフを閉じる
蓋を制作し装着するか、天井全体にカバーなどを装着すること。

CUP BMWチャレンジレース（N）

参加車両 クラス分け 内　　　　　容

BMW
　　　　　ＡＴ
Nクラス
　　　　　ＭＴ

2000ccまでの全てのBMW
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25　カテゴリー別車両規則

CUP BMW E30レース

1980年から1991年までに製造された欧州車によるレース

参加車両 部門 クラス分け 内　　　　容

1980年から
1991年までに
製造された欧州車
によるレース

チャレンジ
※1分36秒以降で
　セントラル
　サーキットを走行

クラスⅠ 排気量1600ccまで
クラスⅡ 排気量1601cc～1800ccまで
クラスⅢ 排気量1801cc～2000ccまで
クラスⅣ 排気量2001cc～2500ccまで
クラスⅤ 排気量2500cc～

マイスター
※1分36秒未満で
　セントラル
　サーキットを走行

クラスⅠ 排気量1600ccまで
クラスⅡ 排気量1601cc～1800ccまで
クラスⅢ 排気量1801cc～2000ccまで
クラスⅣ 排気量2001cc～2500ccまで
クラスⅤ 排気量2500cc～

CUP EUROネオヒストリックカーレース

BMW E30によるレース

プジョー・ルノー・シトロエンを始めとする全仏車

CUP ミート・ザ・フランスチャンピオンレース

参加車両 クラス分け 内　　　　　容

プジョー・ルノー
シトロエンを始め
とする全仏車

クラス－1
S 1600cc未満の仏車　Sタイヤ
R 1600cc未満の仏車　一般市販ラジアル

クラス－2
S 1600cc以上2000cc以下の仏車　Sタイヤ
R 1600cc以上2000cc以下の仏車　一般市販ラジアル

クラス－3
S 2001cc以上の仏車　Sタイヤ
R 2001cc以上の仏車　一般市販ラジアル

すべてのアウディによるレース
参加車両 クラス分け 内　　　　容

Audi

1
TT

R Audi TTによるラジアルクラス。改造範囲は自由とする
2 S Audi TTによるSタイヤクラス。改造範囲は自由とする
3
A3

R Audi A3によるラジアルクラス。改造範囲は自由とする
4 S Audi A3によるSタイヤクラス。改造範囲は自由とする
5
ALL

R TT&A3以外のAudiによるラジアルクラス。改造範囲は自由とする
6 S TT&A3以外のAudiによるSタイヤクラス。改造範囲は自由とする

CUP  アウディチャンピオンレース

参加車両 クラス分け 内　　　　　容
BMW E30 E30 BMW E30によるレース
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27　カテゴリー別車両規則

クラス１ 直列4気筒SOHCエンジンもしくはDOHCエンジン搭載の車両
クラス２ スーパーチャージャー付エンジンもしくはターボチャージャーエンジン搭載の車両

CUP  BMW-MINIチャンピオンレース

参加車両 クラス分け 内　　　　　容

BMW-MINI
1

R COOPER　 一般市販ラジアルタイヤ
S COOPER　 Sタイヤ

2
R COOPER S　一般市販ラジアルタイヤ
S COOPER S　Sタイヤ

変更・改造箇所 改造内容

1 エンジン本体 ノーマルベースで改造自由

2 コンピューター 交換可

3 過給器 不可

4 INマニフォールド 自由

5 EXマニフォールド 自由

6 エアクリーナー 自由

7 マフラー 自由

8 点火系 自由

9 吸気・燃料系 自由

10 冷却系 自由

11 オイルクーラー 自由

12 トランスミッション 自由

13 デファレンシャル 自由

14 クラッチ 自由

15 ショックアブソーバー 自由

16 コイルスプリング 自由

17 ブレーキ関係 自由

18 スタビライザー 自由

19 マウント・ブッシュ類 自由

20 ホイール 自由

21 タイヤ
R 一般市販ラジアル

S Sタイヤ

22 ボディー補強パーツ 自由

23 シート 自由

24 内装 自由（ダッシュボード・ドア内張り必要）

25 シートベルト 4点式以上が望ましい

26 エアロパーツ 自由（ボディーサイズ変更不可）

27 ボディー・ウインドウ材質 自由

28 ロールゲージ 装着が望ましい

29 オープンロールゲージ 必着

※LTクラスであまりにも改造範囲を逸脱した車両は主催者判断によりTクラスに変更となります。



28 　カテゴリー別車両規則

CLASSIC MINIによるレース

CUP MINIチャンピオンレース

参加車両 クラス分け 内　　　　　容

MINI

1 R1000 排気量1000ccまでのラジアルタイヤ装着のMINI
2 R1300 排気量1001～1300ccまでのラジアルタイヤ装着のMINI
3 LT －1000 ライトチューニングはナンバー付き限定
4 T－1000 ナンバーなし走行可、勿論ナンバー付きも可
5 LT－1300 ライトチューニングはナンバー付き限定
6 T－1300 ナンバーなし走行可、勿論ナンバー付きも可

変更・改造箇所 Rクラス LTクラス Tクラス

1 シリンダーブロック ノ－マル ← ←

2 シリンダーヘッド マニホールドの段付き修正のみ可 ← ノーマルベースであれば自由

3 ロッカーアーム 自由 ← ←

4 コンピューター 交換可 ← ←

5 カムシャフト ノーマル ← 変更可

6 INマニフォールド 自由 ← ←

7 EXマニフォールド 自由 ← ←

8 キャブレター 自由 ← ←

9 エアクリーナー 自由 ← ←

10 マフラー 自由 ← ←

11 点火系 自由 ← ←

12 燃料系 自由 ← ←

13 冷却系 ラジエーター容量変更は可 ← 自由

14 オイルクーラー 取付け不可 ← 取付け可

15 トランスミッション 変更不可 ← 5速を含み変更可

16 デファレンシャル LSD不可 ← LSD装着を含み変更可

17 クラッチ 変更不可 ← 自由

18 キャンバーキャスター角変更 禁止 ← 自由

19 ショックアブソーバー 自由 ← ←

20 コイルスプリング 自由 ← ←

21 ブレーキ関係 自由 ← ←

22 スタビライザー 新規取付け変更不可 ← 取付け及びブラケットを含み自由

23 マウント・ブッシュ類 自由 ← 自由

24 ホイール 6J以下 ← ←

25 タイヤ ラジアルタイヤのみ 一般ラジアル サイズ自由（Sタイヤまで可） ←（DLG5、CR65も可）

26 オイルキャッチタンク 自由 ← ←

27 シート 自由 ← ←

28 内装 ドア内張り必要 ← ←

29 シートベルト 4点式以上 ← ←

30 エアロパーツ 不可 ← 自由

31 ボディー・ウインドウ材質 変更不可 ← フロントガラス以外自由

32 ロールゲージ 装着が望ましい ※オープンカ－は必着 ← ←

※LTクラスであまりにも改造範囲を逸脱した車両は主催者判断によりTク
ラスに変更となります。
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Lotusエリーゼ、エクシージなどによるレース
※クラシックカーは含まれません

参加車両 クラス分け 内　　　　　容
Lotusエリーゼ、
エクシージ

2ELEVEN　など

1 Sタイヤ　195ps以上
2
3

Sタイヤ　195ps以下
市販一般ラジアルタイヤ

カテゴリー別車両規則

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シリンダーブロック

シリンダーヘッド

ロッカーアーム

コンピューター

カムシャフト

ＩＮマニフォールド

ＥＸマニフォールド

キャブレター

エアクリーナー

マフラー

点火系

燃料系

冷却系

オイルクーラー

トランスミッション

デファレンシャル

クラッチ

キャンバーキャスター角変更

ショックアブソーバー

コイルスプリング

ブレーキ関係

スタビライザー

マウント・ブッシュ類

ホイール

タイヤ

オイルキャッチタンク

シート

内装

シートベルト

エアロパーツ

ボディー・ウインドウ材質

ロールゲージ

ノーマル

ノーマルベースであれば自由

自由

交換可

変更可

自由

自由

自由

自由

自由

自由

自由

自由

取付け可

5速を含み変更可

LSD装着を含み変更可

自由

自由

自由

自由

自由

取付け及びブラケットを含み自由

自由

自由

Sタイヤまで使用可　　　3クラスはラジアル

自由

自由

自由

4点式以上

自由

フロントガラス以外自由

装着が望ましい ※オープンカーは必着

変更・改造箇所 全クラス共通

CUP　ロータスチャンピオンレース
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31　カテゴリー別車両規則

※各クラス排気量によりクラスが決定しますので、エンジンの積み替えに
より排気量がクラスの範囲を超えた場合、クラスが変更されます。

　例：930に964のエンジンを積んだ場合、クラス1から2になります。
※スリックタイヤは禁止です。
※連勝すればクラスが上がる。ただし、一年で区切りをつける。
※岡山SPを除く。
※タイヤを履き換えれば同じクラスでもOK。
上記車両規定に当てはまらない車両に関しては、お問い合せください。

CUP ポルシェチャンピオンレース

参加車両 クラス分け 内　　　　　容

ポルシェ

クラス－１
R 排気量3200ccまで

※ボクスターS・ケイマスSも含む
ラジアル

S Sタイヤ

クラス－２
R 排気量3201cc～3600cc以下

※RS GTは排気量に関係なくクラス3
ラジアル

S Sタイヤ

クラス－３
R 排気量3601cc以上

※954ターボ車・各GT3・RS系・
その他排気量をアップした車両

ラジアル

S Sタイヤ
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友達やSHOP、TEAMで参加出来ます！
最大9名まで参加可能なので、ワイワイガヤガヤ楽しみながら3時間先のゴール目指してお楽
しみ頂けます！！ また、PITでの料理の腕自慢など、別の楽しみ方も皆さん次第です！
クラスは下記24クラスをラジアルタイヤのRと、SタイヤのS、さらにナンバーあり車両NA、
ナンバーなし車両NNと分けて総勢96クラスという細分化！？ 完走すれば、記念のトロフィー
は貰えるかも…
ぜひ皆さんで、勝ち負けにこだわらず、お楽しみ下さいませ！！！

カテゴリー NA ナンバーありの車両
NN ナンバーなしの車両

部門 S 通称Sタイヤと言われ公道を走行できる必要最低限の溝だけ彫られたタイヤを装着した車両
R その他のラジアルタイヤを装着した車両

レース名 クラス分け 内　　　　　容

1カー耐久

1 600ccまでのユーロカー
2 601cc～1100ccまでのユーロカー
3 1101cc～1350ccまでのFFのユーロカー
4 1101cc～1350ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー
5 1351cc～1550ccまでのFFのユーロカー
6 1351cc～1550ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー
7 1551cc～1650ccまでのFFのユーロカー
8 1551cc～1650ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー
9 1651cc～1850ccまでのFFのユーロカー
10 1651cc～1850ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー
11 1851cc～2050ccまでのFFのユーロカー
12 1851cc～2050ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー
13 2051cc～3250ccまでのFFのユーロカー
14 2051cc～3250ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー
15 3251cc～5550cc以上のFFのユーロカー
16 3251cc～5550cc以上のFR・MR・AWDのユーロカー
17 5551cc～のユーロカー
18 1960年までのクラシックカー（JAPAN＆EURO）
19 1965年までのクラシックカー（JAPAN＆EURO）
20 1970年までのクラシックカー（JAPAN＆EURO）
21 1975年までのクラシックカー（JAPAN＆EURO）
22 1980年までのネオクラシックカー（JAPAN＆EURO）
23 1987年までのネオクラシックカー（JAPAN＆EURO）
24 ECOカー（ハイブリッドカー&電気自動車&燃料電池車など）※給油は2回です

レース名 クラス分け 内　　　　　容 備　　　　　考

トランス
ポンダリレー

1 排気量1350cc以下 排気量1350cc以下の欧州車だけによるチーム編成
2 排気量1351cc～1650cc以下 排気量1351cc～1650cc以下の欧州車だけによるチーム編成
3 排気量1651cc～2050cc以下 排気量1651cc～2050cc以下の欧州車だけによるチーム編成
4 排気量2051cc～2500cc以下 排気量2051cc～2500cc以下の欧州車だけによるチーム編成
5 排気量2501cc～3250cc以下 排気量2501cc～3250cc以下の欧州車だけによるチーム編成
6 排気量3251cc以上 排気量3251cc以上だけによるチーム編成
7 BMWチャレンジ 2001cc以下のBMWだけによるチーム編成
8 BMWチャンピオン BMWチャンピオンレース参戦車両だけによるチーム編成
9 PORSCHE 全てのPORSCHEだけによるチーム編成
10 LANCIA 全てのLANCIAだけによるチーム編成
11 イタリアンカー 全てのイタリア車だけによるチーム編成
12 ミート・ザ・フランス 全てのフランス車だけによるチーム編成
13 AUTOBHANクラス 全てのドイツ車だけによるチーム編成
14 Britannialクラス 全ての英国車だけによるチーム編成
15 1975年までのクラシックカー 全てのクラシックカーだけによるチーム編成
16 VW 全てのVWだけによるチーム編成
17 MINI 全てのMINIだけによるチーム編成
18 BMW-MINI 全てのBMW-MINIだけによるチーム編成
19 LOTUS 全てのLOTUSだけによるチーム編成
20 Ferrari 全てのFerrariだけによるチーム編成
21 ECO 全てのハイブリッド車両だけによるチーム編成

※その他のレースのクラス分けは各レースの車両規則の項目をご参照ください。

カテゴリー別車両規則

※過給器付きの車両は、排気量に係数1.7をかけた数値とする。※合計21クラス

■トランスポンダリレー概要
参加条件

ドライバー交代

走行時間
スタート
PIT作業

赤旗が出た場合

・1チーム2台以上とする。
・多種の車両での参加の場合は、平均の排気量に該当するクラスとする。
・PIT前でトランスポンダの付替えによるリレー方式でチェンジ。
・PITインし、エンジンストップ後、次のドライバーコースインまで5分以上とする。
1台最大60分とする。
セイフティーカー先導によるローリングスタート方式。
ドライバーチェンジのみとする。給油・整備等はドライバーチェンジ前に済ませておく
こと。
赤旗が出た前の周のリザルトの順番で、グリッドに並び再度ローリングスタートする。
なお、その際にPITインはしないこと。また、赤旗中断中の時間はドライバー走行時間に
カウントされます。

※過給器付きの車両は、排気量に係数1.7をかけた数値とする。※合計96クラス
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3時間耐久レース特別規則書
１.名称
２.内容
３.日時
４.会場

５.主催
６.特別協賛
７.後援
８.スペシャルパートナー
９.オフィシャルパートナー

10.協賛
11.協力

12.開催レース

13.競技の主な規則

DUNLOP presents EURO CUP 2011 3時間耐久レース
３時間耐久レース
岡山国際SP／2011年2月27日㈰・第2戦／2011年4月24日㈰・第6戦／2011年12月18日㈰ ※雨天決行
岡山国際サーキット（国際公認コース・全長3,704km・右回り）岡山県英田市滝宮1250
セントラルサーキット（国内公認コース・全長2,802km・右回り） 兵庫県多可郡多可町中区坂本字草山521-1　
TEL.0795-32-3766
EURO CUP 開催実行委員会
住友ゴム工業株式会社
在大阪イタリア総領事館、英国総領事館、大阪神戸ドイツ連邦共和国総領事館
K-NET、CHINTAI、アウディジャパン株式会社、童夢
NUTEC、RAYS、橋本コーポレーション、Garage Crayon、ヨシムラオート、AUTO BAHN SPORT 恵比寿、
DIXCEL、大阪信用金庫、クラブイプシロン
ONE and ONLY、Corso Marche、ナカムラエンジニアリング、癒し太閤ねねの湯、日本真田帽子
GOO WORLD、911DAYS、Rosso、BMWER、es4、GENROQ、af･imp、REV SPEED、ランボルギーニ大阪、
ACCS Racing Project、濱浪産業、八光自動車工業、Cornes、ジロン自動車、大誠テクノ株式会社、バトル、
セントラルサーキット、岡山国際サーキット
３時間耐久レース
≪参加費≫セントラルサーキット：参加費／一般：95,000円・SHOP印あり：85,000円
　　　　　岡山国際サーキット：参加費／一般：105,000円・SHOP印あり：95,000円
☆1カーエントリーレース／1台の車両で2名以上、最大9名まで参加可能。
①登録されたドライバー1回あたりの最大走行時間は30分とする。
①-１）登録されたドライバーは30分以上ドライビングしてはならない。PITイン時は必ずエンジンは停止しなけれ

ばならない。
①-２）ドライビング時間とはコースインよりピットインまでの時間を30分とする。
※30分の定義／PIT出口上のセンサーから、PIT入口上センサーまでとする。
①-３）上記１）.２）.に準じた走行時に、何らかの理由により車両をPITインした時は、必ずドライバーチェンジを

しなければならない。
②給油は自由であるが、行う場合は各自で用意した携行缶にてセントラルサーキット内のガソリンスタンドで給油した
ガソリンを使用すること。
③レース途中の給油は、セントラルサーキット内のガソリンスタンドで販売されているガソリンを使用すること。
給油場所は各PIT前ワークレーンで行う方法もしくは、安全性を考慮しサーキットのガソリンスタンドでの給油とする。
ガソリンスタンドで給油の際は38番PITより最徐行でパドックを走行し、サーキットガソリンスタンドへ向かうこと。
給油後は38番PITよりピットロードへ進入すること。PIT前ワークレーンで給油を行う場合は、必ずメカニックもし
くは他のドライバーが消火器を持ち、給油中は傍で消火体制をとること。
※必ずチーム員の1名は消火器を持ち防火対策を取ること。
※PITイン時は必ずエンジンは停止しなければならない。
④PITインをしてドライバーチェンジの際は、必ずピットレーンを走行すること。
⑤カテゴリー
NA…ナンバー付きの車両
NN…ナンバーなしの車両
⑥部門
Ｓ部門／通称Sタイヤと言われ公道を走行出来る必要最低限の溝だけ彫られたタイヤを装着した車両。
例）：ダンロップ DIREZZA 03Gなど
Ｒ部門／その他のラジアルタイヤを装着した車両。
⑦クラス区分
１／600ccまでのユーロカー、２／601cc～1100ccまでのユーロカー、
３／1101cc～1350ccまでのFFのユーロカー、
４／1101cc～1350ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー、５／1351cc～1550ccまでのFFのユーロカー、
６／1351cc～1550ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー、７／1551cc～1650ccまでのFFのユーロカー、
８／1551cc～1650ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー、９／1651cc～1850ccまでのFFのユーロカー、
10／1651cc～1850ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー、11／1851cc～2050ccまでのFFのユーロカー、
12／1851cc～2050ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー、13／2051cc～3250ccまでのFFのユーロカー、
14／2051cc～3250ccまでのFR・MR・AWDのユーロカー、15／3251cc～5550cc以上のFFのユーロカー、
16／3251cc～5550cc以上のFR・MR・AWDのユーロカー、17／5551cc～のユーロカー、
18／1960年までのクラシックカー（JAPAN&EURO）、19／1965年までのクラシックカー（JAPAN&EURO）、
20／1970年までのクラシックカー（JAPAN&EURO）、21／1975年までのクラシックカー（JAPAN&EURO）、
22／1980年までのネオクラシックカー（JAPAN&EURO）、
23／1987年までのネオクラシックカー（JAPAN&EURO）、
24／ ECOカー（ハイブリッドカー＆電気自動車＆燃料電池車など）※給油は2回です
※過給器付きの車両は、排気量に係数1.7をかけた数値とする
☆合計96クラス

☆トランスポンダリレー方式（1チーム2台以上、最大9台まで参加可能）
①ドライバー交代
①-１）PIT前でトランスポンダの付け替えによるリレー方式でチェンジ
①-２）PITインし、エンジンストップ後、次のドライバーコースインまで5分とする（余裕を持った時間とします）
②走行時間は1台最大60分とします。
③PIT作業はドライバーチェンジのみとする。給油・整備等はドライバーチェンジ前に済ませておくこと
④クラス分け
１／排気量1,350cc以下、２／排気量1,351cc ～1,650cc以下、３／排気量1,651cc ～2,050cc以下、
４／排気量2,051cc ～2,500cc以下、５／排気量2,501cc ～3,250cc以下、６／排気量3,251cc以上、
７／BMWチャレンジ（2,000cc以下のBMW）、８／BMWチャンピオン、９／PORSCHE（全てのPORSCHE）、
10／ LANCIA（全てのLANCIA）、11／イタリアンカー（全てのイタリア車）、
12／ミート･ザ・フランス（全てのフランス車）、13／1975年までのクラシックカー（全てのクラシックカー）、
14／VW（全てのVW）、15／MINI（全てのMINI）、
16／ BMW-MINI（全てのBMW-MINI）、17／ LOTUS（全てのLOTUS）
※排気量が異なる車種で参加希望の場合は、参加台数の合計排気量の平均値のクラスで走行して下さい！
例）ALFA1990cc+MINI1000cc+PORSCHE3600cc=平均2,196cc⇒クラス4

Ａ．スタート10分前には出走準備を完了させ、各自の車両にて待機。
Ｂ．放送が入ったらピットクルー等で安全を確認しながら移動して下さい。
※耐久レース参加車両は全てピットですので、出られるときはご注意下さい。

Ｃ．スタッフの指示によりコンクリートウォール中央切れ目よりグリッドイン。
Ｄ．スタートはローリングスタート方式とする
※各自グリッド表を必ず確認の事。
※参加台数によるスタート方式を変更する。スタートの方式は受理書もしくはWEBサイトで発表する。
◆ローリングスタート内容
・スタート3分前表示（メインポスト）※チーム員及びギャラリーはコンクリートウォール外側にて観戦可
・１分前表示(メインポスト)
・30秒前表示（メインポスト）
・メインポストよりグリーンフラッグが振られ、セーフティーカー先導でフォーメーションラップスタート。グリ
ッド順に二列縦隊でセーフティーカーを追従して下さい。※追い越し禁止。
・１周のフォーメンションラップ後、セーフティーカーはPITインし、メインポストにてグリーンフラッグが振ら
れスタート。各車両はコントロールラインを通過するまで追い越し禁止。競技中セーフティーカーが導入された
場合も同様にコントロールラインを通過するまでは追い越し禁止。

Ｅ．信号機、合図
国際モータースポーツ競技規則付則Ｈ項に定められた信号合図を、JAFに承認された手順、方法により行う。コース
上にはメインフラッグポストを含み各監視ポストがあり、その各々に電気式の信号機が設置されており信号機または
フラッグにより提示される

Ｆ．レースを非競技化する為にセイフティーカーを使用する場合がある。セーフティカーが配備される際には、全てのポ
ストでSCのサインが表示される。セーフティカーは基本的に先頭車両の前に配備されるが、やむを得ず先頭車両と
セーフティカーの間に周回遅の車両が存在する場合は、周回遅の車両のみセーフティカーを追い越すことが出来る。
セーフティカーは通常オレンジライトを点灯させながら走行しているが、追い越し可能な場合にのみ、グリ－ンライ
トを点灯させる。セイフティーカーが導入され、SC隊列走行中にPITインし再度コースインする際、セイフティーカ
ーが最終コーナーからオフィシャルの目視で見えた場合はPITエンドをクローズドし、隊列の最後尾がPITエンドを通
過後PITエンドをオープンしコースイン（最後尾に合流）となる。このタイミングに関するクレームは一切受付けない。
また、セイフティーカー解除され、セイフティーカーがPITインしてくる際も、レースリスタート後、最後尾車両が
コントロールラインを通過し、コースインの安全が確保されるまで同様の内容となる。

Ｇ．セイフティーカーが導入され、SC隊列走行中にPITインし再度コースインする際、セイフティカーが最終コーナーか
らオフィシャルの目視で見えた場合はPITエンドをクローズドし、隊列の最後尾がPITエンドを通過後PITエンドをオ
ープンしコースイン（最後尾に合流）となる。このタイミングに関するクレームは一切受付けない。また、セイフテ
ィカー解除され、セイフティーカーがPITインしてくる際も、レースリスタート後、最後尾車両がコントロールライ
ンを通過し、コースインの安全が確保されるまで同様の内容となる。

Ｈ．チェッカーはスタートから2時間55分00秒後時点での先頭車両に振られ、その後全ての車両にチェッカーが振られ
ます。
※赤旗による中断時間は、走行時間から削減されます。

Ｉ．チェッカーを受けた車両は追い越し禁止で1周走行後（クールダウン）、ピット入口よりピットもしくはパドックへ戻
ること。

Ｊ．赤旗（レースの中断）
赤旗が出た前の周のリザルト順で、グリッドに並び再度ローリングスタートする。なお、その際にピットインはしな
いこと。また、赤旗中断中の時間はドライバー走行時間にカウントされる。
※中断中に走行時間をオーバーした場合は、リスタート後ピットインしてドライバーチェンジしてください。

Ｋ．その他の規則は、「EURO CUP 2011」共通規則書に準ずる。

以上

カテゴリー別車両規則
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